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新潟産業大学報 青海波（せいがいは）

特 集 　 創 立 7 0 周 年 記 念 式 典 ・ 記 念 講 演 会 を 開 催

「 創立 70 周年記念式典」（写真の説明は裏表紙）
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S E I GA I H A  特 集
創立70周年記念式典・記念講演会

出
発
』
の
年
に
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
の
祝
辞
の
中
で
、
小
松
文
部
科
学

審
議
官
は
、「
今
後
も
、
貴
学
の
強
み
や

特
色
を
生
か
し
た
教
育
研
究
を
さ
ら
に
磨

か
れ
、
貴
学
が
目
指
さ
れ
る
『
地
域
お
こ

し
』、『
人
づ
く
り
』
の
大
学
と
し
て
、
地

域
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
す
る
人
材
の
輩

出
に
よ
り
、
我
が
国
の
発
展
に
も
大
き
く

貢
献
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
櫻
井
柏
崎
市
長
（
代
理 

柏
崎

市
教
育
長 

本
間
敏
博 

様
）
の
祝
辞
で

は
、「
新
潟
産
業
大
学
は
、
地
域
に
密
着

し
た
学
校
運
営
を
着
実
に
推
し
進
め
て
こ

ら
れ
、
こ
こ
に
₇₀
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
に
、
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

り
、
大
学
と
産
業
界
、
そ
し
て
行
政
が
ど

の
よ
う
な
連
携
・
協
力
関
係
を
築
い
て
い

く
べ
き
な
の
か
、
あ
る
べ
き
姿
を
見
出
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

学
友
会
会
長
の
小
林 

樹
さ
ん（
経
済
学

部
文
化
経
済
学
科
３
年
生
）
は
在
学
生
の

代
表
と
し
て
、「
こ
こ
に
至
る
₇₀
年
と
い

う
年
月
の
中
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
刻
ま
れ

た
先
輩
方
の
汗
や
涙
、
そ
し
て
笑
顔
に
よ

り
築
き
上
げ
た
伝
統
を
私
達
が
後
輩
へ
繋

い
で
い
く
た
め
に
も
、
力
の
限
り
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。

梅
比
良
眞
史
学
校
法
人
柏
専
学
院
理
事

長
は
謝
辞
と
し
て
、「
₁₀
年
前
の
中
越
沖

地
震
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
乗
り
越
え
、

今
₇₀
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
で
き
る
こ
と

は
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
多
大
な
ご
支
援

に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
激
動
の

時
代
に
あ
り
、
大
学
は
地
域
の
『
知
の
拠

点
』
と
な
る
よ
う
教
職
員
一
同
は
誓
い
ま

す
の
で
、
な
に
と
ぞ
今
後
と
も
ご
理
解
と

ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

梅比良眞史 学校法人柏専学院理事長

式
典
に
続
い
て
同
会
場
に
お
い
て
、
小

松
文
部
科
学
審
議
官
を
講
師
と
し
て
記
念

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
地
方
創
生
と
大
学
」。

講
演
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
、
国
公
立
大
学
・
私
立
大
学
の
人
材
育

成
、
社
会
貢
献
な
ど
の
取
り
組
み
の
他

に
、
中
央
教
育
審
議
会
に
よ
る
高
等
教
育

に
関
す
る
将
来
構
想
な
ど
に
つ
い
て
も
言

及
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
式
典
に
先
立
つ
₁₁
月
４
日

（
土
）
に
は
、「
新
潟
産
業
大
学
校
友
会
」

主
催
に
よ
る
「
新
潟
産
業
大
学
創
立
₇₀
周

年
記
念
講
演
会
（
講
師
：
元
宮
崎
県
知
事 

東
国
原
英
夫
氏
）」と
懇
親
会
が
、
新
潟
市

の
「
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ
」
で
開
催
さ
れ
、

卒
業
生
の
校
友
会
員
は
も
と
よ
り
学
長
は

じ
め
現
・
旧
教
職
員
、
在
学
生
あ
わ
せ
て

約
二
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
（
平
成
₂₉
）
年
、
新
潟
産
業

大
学
は
創
立
₇₀
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

１
９
４
７
（
昭
和
₂₂
）
年
６
月
、
参
議

院
議
員
下
條
恭
兵
氏
は
、「
戦
後
日
本
の

再
建
・
発
展
と
平
和
で
幸
福
な
社
会
の
建

設
は
、
一
に
か
か
っ
て
若
い
人
材
の
育
成

に
在
り
。」と
の
使
命
感
か
ら
、
新
潟
産
業

大
学
の
前
身
で
あ
る
「
柏
崎
専
門
学
校
」

を
創
設
し
、
そ
の
教
育
理
念
を
「
主
体
的

自
我
の
確
立
」
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
こ

れ
が
創
設
者
の
建
学
の
精
神
で
す
。

こ
の
建
学
の
精
神
は
、
柏
崎
短
期
大

学
、
新
潟
短
期
大
学
へ
と
継
承
さ
れ
、
そ

し
て
１
９
８
８
（
昭
和
₆₃
）
年
、
新
潟
県

内
で
は
最
初
の
社
会
科
学
系
４
年
制
私
立

大
学
と
し
て
開
学
し
た
新
潟
産
業
大
学
に

お
い
て
も
、
そ
の
教
育
理
念
「
人
格
の
陶

冶
を
通
し
て
主
体
的
自
我
を
確
立
し
、
新

し
い
時
代
感
覚
を
も
っ
て
社
会
に
貢
献
す

る
人
間
を
育
成
す
る
。」
の
中
に
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
創
立
₇₀
周
年
を
記
念
し
、

２
０
１
７（
平
成
₂₉
）年
₁₁
月
₁₀
日
に
記
念

式
典
と
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
さ
わ
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、

柏
崎
市
産
業
文
化
会
館
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
た
記
念
式
典
に
は
、
鷲
尾
英
一
郎

氏
、
細
田
健
一
氏
の
両
衆
議
院
議
員
を
は

じ
め
、
文
部
科
学
省
、
新
潟
県
、
柏
崎

市
、
刈
羽
村
か
ら
来
賓
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
大
学
、
企
業
・
団
体
、
法
人

役
員
、
旧
教
職
員
、
同
窓
生
を
中
心
に
約

３
５
０
名
の
方
々
か
ら
ご
出
席
い
た
だ

き
、
式
は
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
北
原
保
雄
新
潟
産
業
大
学

学
長
の
挨
拶
に
続
き
、
文
部
科
学
省
文
部

科
学
審
議
官 

小
松
親
次
郎
様
、新
潟
県
知

事 

米
山
隆
一
様
、
柏
崎
市
長 
櫻
井
雅
浩

様
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

北
原
学
長
は
、
式
辞
で
「
地
方
都
市
に

お
け
る
大
学
と
地
域
は
、『
大
学
あ
っ
て
の

地
域
』、『
地
域
あ
っ
て
の
大
学
』
と
い
う

関
係
を
お
互
い
に
盛
り
立
て
発
展
し
て
い

く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
大
学
は
『
地
域
の

中
核
的
拠
点
』
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
し

地
域
に
支
え
ら
れ
て
存
在
す
る
べ
き
で
あ

り
、
本
学
自
体
は
も
っ
と『
魅
力
あ
る
、
求

め
ら
れ
、
期
待
さ
れ
る
大
学
』
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。節
目
の
年
を『
新
し
い

「
創
立
70
周
年
記
念
式
典
・

記
念
講
演
会
」
を
開
催

天候に恵まれた会場の柏崎市産業文化会館

盛大に執り行われた記念式典

北原保雄 新潟産業大学学長

小松親次郎 文部科学審議官

櫻井雅浩 柏崎市長（代理 本間敏博 柏崎市教育長）小林樹 新潟産業大学学友会長

小松文部科学審議官による記念講演
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C A M P U S

T O P I C S

　
２
日
目
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
メ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
長
岡
技
術
科
学
大
学

と
長
岡
造
形
大
学
に
よ
る
「
火
焔
太
鼓

合
同
演
奏
会
」と
、和
太
鼓
集
団「
日
本

海
太
鼓
」
に
よ
る
演
奏
＆
体
験
会
が
行

わ
れ
、
力
強
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会

場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
講

堂
で
は
恒
例
の
芸
術
文
化
部
に
よ
る
日

本
の
伝
統
舞
踊
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ご
と
の

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、茶
道
部
茶
会
、

書
道・
文
芸・
写
真
各
部
展
示
会
、ミ
ニ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
卓
球
キ
ッ
ズ

体
験
、
国
際
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
展
示

な
ど
で
各
教
室
が
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
や
模
擬
店
・
展
示
な
ど
に
大
勢
の

来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

や
強
み
を
生
か
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て

始
ま
っ
た
ト
オ
コ
ン
。
過
去
に
は
本
学

学
生
の
プ
ラ
ン
が
優
勝
・
入
賞
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
書
類
審
査
通
過
後
、
起
業

家
育
成
合
宿
に
参
加
し
、
中
小
企
業
診

断
士
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
等
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
臨
ん
だ
結

果
、
見
事
に
学
生
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
の

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

近
年
全
国
の
数
多
く
の
大
学
が
社
会
か

ら
期
待
さ
れ
て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ

る
「
地
域
の
知
の
中
核
的
拠
点
」
の
役

割
を
当
該
地
域
に
お
い
て
明
確
化
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
柏
崎
市
で
は
、
地
域
の
将
来
を
担
う

人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、「
柏
崎（
か
し

わ
ざ
き
）
学
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

様
々
な
取
組
が
各
方
面
で
同
時
発
生
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
取
組
を
行
っ
て
い
る
関

係
諸
団
体
等
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
迎

え
、
柏
崎
の
未
来
に
向
け
た
様
々
な
可

能
性
の
提
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
一
般
市
民
や
学
生
、
関
係

者
等
を
含
め
お
よ
そ
１
５
０
名
の
来
場

が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
₂₉
年
₁₀
月
７
日
（
土
）
〜
８
日

（
日
）の
２
日
間
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で

第
₂₉
回
学
園
祭
「
紅
葉
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
刻
む
瞬
間
〜
こ

の
一
瞬
は
紅
葉
な
り
け
り
〜
」。【
紅

葉
】の
花
言
葉「
大
切
な
思
い
出
」に
な

ぞ
ら
え
て
、「
４
年
間
の
学
生
生
活
の

中
で
こ
の
祭
り
を
み
ん
な
で
共
有
し
、

大
切
な
思
い
出
と
し
て
欲
し
い
」
と
い

う
学
生
行
事
実
行
委
員
会
の
学
生
た
ち

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
初
日
は
曇
天
の
な
か
、
本
田
渉
学
生

行
事
実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言
の
あ

と
、
体
育
館
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は

小
中
高
生
が
演
じ
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
、
留
学
生
達
の
民
族
歌
謡
、
ダ
ン

ス
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
軽
音

楽
部
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
講
堂
で
は
、
吹
奏
楽
部
と
柏
崎
市

内
の
高
校
生
と
の
コ
ラ
ボ
演
奏
会
、
地

元
ア
イ
ド
ル
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
ラ
イ
ブ
な

　
平
成
₂₉
年
₁₀
月
₁₅
日
（
日
）
柏
崎
市

産
業
文
化
会
館 

文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
第
１
回 

柏
崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『「
柏
崎
学
」の
可
能
性 

―
柏
崎
の
未
来

に
向
け
て
―
』（
主
催 

新
潟
産
業
大
学 

柏
崎
研
究
所　
共
催 

柏
崎
市
教
育
委

員
会
・
新
潟
県
立
柏
崎
翔
洋
中
等
教
育

学
校
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
潟
産
業
大
学
附
属
柏
崎
研
究
所

は
、
本
学
が
持
つ
教
育
・
研
究
・
社
会

貢
献
の
リ
ソ
ー
ス
を
柏
崎
市
の
課
題

解
決
や
地
域
貢
献
に
積
極
的
に
活
用

し
、
地
域
に
関
す
る
研
究
や
地
域
活
性

化
の
方
策
を
集
積
す
る
こ
と
に
よ
り
、

第
₂₉
回
紅
葉
祭
を

開
催
し
ま
し
た

第
１
回

柏
崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催

　
平
成
₂₉
年
₁₁
月
₃₀
日
か
ら
₁₂
月

３
日
の
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

（M
ount M

anganui Beach, 
Tauranga

）で
行
わ
れ
た『
２
０
１
７ 

International Surf Rescue 
Challenge

』
に
、
経
済
学
部
経
済
経

営
学
科
４
年
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部

所
属
の
髙
橋
志
穂
さ
ん
が
日
本
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。
髙
橋
さ
ん
は
４

種
目
で
見
事
入
賞
の
大
活
躍
で
し
た
。

〔
髙
橋
選
手
の
出
場
種
目
及
び
順
位
〕

【
オ
ー
シ
ャ
ン
ウ
ー
マ
ン
リ
レ
ー
４
位
】

【
ビ
ー
チ
リ
レ
ー
…
…
…
…
…
…
３
位
】

【
レ
ス
キ
ュ
ー
チ
ュ
ー
ブ
レ
ス
キ
ュ
ー

 

…
…
…
５
位
】

【
サ
ー
フ
ス
キ
ー
レ
ー
ス
…
…
…
８
位
】

　
平
成
₂₉
年
₁₂
月
₁₆
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
た
十
日
町
市
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス

ト
本
選
に
て
、
本
学
２
年
生
の
、
講
義

科
目
「
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
」
履
修
者
を
中

心
と
し
た
チ
ー
ム
が
、
学
生
ア
イ
デ
ィ

ア
部
門
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
提
案
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
、

「
ホ
テ
ル
か
ま
く
ら
」
で
す
。
十
日
町

市
の
観
光
資
源
で
あ
る
雪
や
雪
ま
つ

り
を
活
用
し
て
、「『
か
ま
く
ら
に
泊
ま

る
』
と
い
う
シ
ン
プ
ル
か
つ
秀
逸
な
ア

イ
デ
ィ
ア
」
を
中
心
と
し
た
様
々
な
体

験
型
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
っ
て
、

「
話
題
が
集
ま
る
、人
が
集
ま
る
、思
い

出
が
集
ま
る
」の
３
つ
の〝
あ
つ
ま
る
〞

を
実
現
さ
せ
る
と
い
う
プ
ラ
ン
で
す
。

　
平
成
₂₃
年
度
か
ら
十
日
町
市
の
良
さ

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部
の

髙
橋
志
穂
選
手
が

国
際
大
会
で
活
躍

ト
オ
コ
ン
２
０
１
７
で

学
生
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
賞
を

受
賞
！

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
大
教
室
で
は

「
父
母
の
会
文
化
講
演
会
」
と
し
て
、

タ
レ
ン
ト
の
小
川
麻
琴
さ
ん
を
迎
え
て

「
夢
を
叶
え
た
い
と
強
く
思
う
気
持
ち
」

を
テ
ー
マ
に
、
学
生
を
交
え
た
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、

本
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催
の
外
国

語
に
よ
る「
私
の
主
張
」、
モ
ン
ゴ
ル
文

化
研
究
所
が
主
催
す
る
「
モ
ン
ゴ
ル
文

化
フ
ェ
ス
タ
」
も
同
日
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

新潟産業大学　SNS（ソーシャルネットワークサービス）オフィシャルアカウント

Twitter  大学での出来事や行事案内、受験生向け情報などを、数名
の本学スタッフがそれぞれの立場からツイートします。

 https://twitter.com/niigata_sandai

YouTube 学生たちの活動の様子を中心とした動画サイトです。
 http://www.youtube.com/user/NSUSNS

Instagram 産大生がSANDAI WORLDで繰り広げる景色の数々。
 https://www.instagram.com/sandaiworld/

プレゼンテーションの様子

活躍する髙橋選手

新潟産業大学附属柏崎研究所長 橋本次郎教授の挨拶

賑やかな模擬店の面々

迫力ある日本海太鼓の演奏

ダンス部によるパフォーマンス

芸術文化部による舞踊

司会の梅澤精教授とシンポジストの方々

表彰式全員で記念撮影
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図 書 館 だ よ り ク ラ ブ・ サ ー ク ル 活 動

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ス
タ
ッ

フ
を
通
じ
て
リ
ク
エ
ス
ト
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

刈
羽
村
立
図
書
館
か
ら
の　

貸
出
図
書
が
利
用
で
き
ま
す

　
本
学
で
は
、
団
体
貸
出
と
し
て
刈
羽

村
立
図
書
館
か
ら
定
期
的
に
本
を
借
り

て
い
ま
す
。
館
外
貸
し
出
し
は
行
い
ま

せ
ん
が
、
館
内
で
の
み
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
ん
な
分
野
の
本
が
読
み
た
い
と
リ

ク
エ
ス
ト
を
す
る
と
、
そ
の
要
望
に

沿
っ
た
司
書
選
定
本
が
本
学
図
書
館
へ

届
き
ま
す
。
一
ヶ
月
ご
と
に
貸
出
図
書

は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
ス
ト
レ
ッ
チ
、
編
み
物
の
本
な
ど
が

紹
介
さ
れ
て
い
て
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
た

選
書
が
利
用
者
に
好
評
で
す
。

　
「
こ
ん
な
本
が
読
み
た
い
」、「
こ
ん

な
ジ
ャ
ン
ル
に
興
味
が
あ
る
」
と
い
う

ブ
ク
ロ
グ
で
新
着
図
書
の　

紹
介
を
し
て
い
ま
す

　
ブ
ク
ロ
グ
と
は
、
仮
想
本
棚
を
作
成

で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で

す
。
本
学
で
は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
、
新
着
図
書
の
紹
介
を
し
て
い
ま

す
。

　
小
さ
な
画
像
で
は
あ
り
ま
す
が
、
図

書
館
に
配
架
さ
れ
た
新
着
図
書
の
表
紙

が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
仮
想
本
棚
に
表
示
さ

れ
ま
す
。

　
本
棚
の
画
像
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
く

こ
と
で
、
本
の
レ
ビ
ュ
ー
を
見
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
本
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
図
書
館
の

ペ
ー
ジ
か
ら
、
ブ
ク
ロ
グ
に
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
本
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
か
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
図
書
館
で
は
本
を
借
り
る
だ
け
で
な

く
、
探
し
て
い
る
図
書
や
、
関
連
す
る

資
料
の
相
談
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
を
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と
い
い
ま
す
。

　
本
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
本
や
雑

誌
、
新
聞
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
中
か

ら
、
利
用
者
の
方
が
求
め
る
資
料
探
し

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
潟
日
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

の
資
料
検
索
、
探
し
て
い
る
資
料
の

キ
ー
ワ
ー
ド
提
案
、
論
文
検
索
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
方
法
な
ど
、
図
書
館
員
が
各

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
法
に
つ
い
て
も
お
答

え
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ス
タ
ッ
フ

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
他
機
関
か
ら
の
資
料
の
お
取

り
寄
せ
に
関
し
ま
し
て
は
、
学
内
者
の

み
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
が
、
学
外

利
用
者
の
方
へ
は
、
自
館
お
よ
び
他
館

の
所
蔵
状
況
確
認
等
の
資
料
検
索
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

一
般
の
方
も
本
学
図
書
館
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
学
外
の
方
も
図
書
館
を
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　
来
館
の
際
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
利
用

票
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
ご
着
用
下
さ
い
。

・
閲
覧
は
基
本
的
に
自
由
で
す
。

・
蔵
書
の
貸
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・ 

対
象　
₁₅
歳
以
上（
中
学
生
は
除
く

柏
崎
・
刈
羽
地
域
在
住
・
在
勤
の
方
）

・
貸
出
冊
数　
３
冊

・
貸
出
期
間　
２
週
間

・ 

貸
出
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住

所
・
氏
名
な
ど
、
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
（
免
許
証
・
健
康
保
険

証
な
ど
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

図
書
館
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

☎ 0257︲24︲8435
E-mail：library@ada.nsu.ac.jp

新潟産業大学附属図書館

平成29年度　公認部大会成績一覧表
クラブ名 大会名 部門・種目および大会出場者名（学科・学年） 成績

空手道部

第43回北信越学生空手道選手権大会
（5月）

男子個人組手
錦織　奨（文3） 優勝/40名

安達拓光（経3） 2位/40名

女子個人組手

片貝すみれ（文1） 2位/20名

笠原萌永（経1） 3位/20名

永井砂南（経1） ベスト8/20名

第61回全日本学生空手道選手権大会・
東西対抗戦（7月）

男子個人組手 錦織　奨（文3）、安達拓光（経3） 1回戦敗退

女子個人組手
片貝すみれ（文1） 2回戦敗退

笠原萌永（経1）、永井砂南（経1） 1回戦敗退

第62回北信越大学空手道選手権大会
（9月）

男子団体 錦織　奨（文3）・永井怜惟（経3）・
安達拓光（経3）・小出悦樹（経1） 2位/8団体

女子団体 岡本　桜（文3）・永井砂南（経1）・
片貝すみれ（文1）・笠原萌永（経1） 1位/4団体

第72回国民体育大会（えひめ国体）
空手道大会（10月） 男子組手軽量級 錦織　奨（文3） 出場/49名

第61回全日本大学空手道選手権大会
（インカレ）（11月）

男子団体 錦織　奨（文3）・永井怜惟（経3）・
安達拓光（経3）・小出悦樹（経1） 出場

女子団体 岡本　桜（文3）・永井砂南（経1）・
片貝すみれ（文1）・笠原萌永（経1） 出場

第25回北信越学生空手道連盟新人戦
（12月）

男子個人組手
錦織　奨（文3） 優勝

安達拓光（経3） ベスト8

女子個人組手

岡本　桜（文3） 優勝

笠原萌永（経1） 2位

永井砂南（経1） 出場

卓球部

第 65 回春季北信越学生卓球選手権大会
兼
第 87 回全日本大学総合卓球選手権大会

（団体の部）
北信越地区予選会（5月）

男子団体

齋藤駿介（経3）、任　晟敃（文2）、
小松拓也（経2）、深沢大晴（経2）、
田代寿幸（経1）、中島知輝（経1）、
吉井大樹（経1）

3位/13団体

女子団体

邱　文瑜（経4）、加藤春菜（文3）、
坂田澪奈（文3）、山岸麻希（文3）、
笠原如乃（文2）、福島朋美（経2）、
山口　優（文1）

3位/7団体

男子シングルス 齋藤駿介（経3） 1位/197人

女子シングルス 邱　文瑜（経4） 4位/69人

男子ダブルス 齋藤駿介（経3）・深沢大晴（経2）、
任　晟敃（文2）、小松拓也（経2） 8位/95ペア

平成 29 年度夏季北信越学生卓球選手権
大会兼第 84 回全日本学生卓球選手権

（個人の部）北信越予選会（8月）

男子シングルス

深沢大晴（経2） 3位/197人

加藤慎治（経3）、中村翔太（経1） 8位/197人

齋藤駿介（経3）、小松拓也（経2）、
小谷龍成（経2）、田代寿幸（経1） 16位/197人

男子ダブルス 齋藤駿介（経3）・深沢大晴（経2） 1位/95ペア

女子シングルス 加藤春菜（文3） 16位/69人

第65回秋季北信越学生卓球選手権大会
（11月）

男子団体 3位

女子団体 3位

男子シングルス 齋藤駿介（経3） 3位

男子ダブルス 齋藤駿介（経3）・深沢大晴（経2） 優勝

水泳部
男子

（水球部門）

関西選手権水泳競技大会水球競技
（6月）

神谷省吾（経4）、羽田麟太郎（経4）、
北村昇平（経3）、小宗展大（経3）、山本誠也（経3）、
金子将之（文3）、蔦　祥帆（文2）、金　成恩（文2）、
山本　龍（文2）、大谷修由（経1）、尹　基澤（文1）、
阿保悠斗（経1）、蔭田渉吾（経1）、新田一景（経1）、
ブランドリーイグナティウス レガワ（経1）

2位/26チーム

京都選手権水泳競技大会水球競技
（6月）

神谷省吾（経4）、大口博史（経4）、長岡拓見（経4）、
松岡　侑（文3）、北澤知大（経3）、山本誠也（経3）、
石山真吾（経3）、石井隆暉（経3）、蔦　祥帆（文2）、
髙橋堅登（文2）、山本　龍（文2）、髙田勇希（経1）、
阿保悠斗（経1）、新田一景（経1）、蔭田渉吾（経1）

2位

JAPAN WATER POLO LEAGUE
（6月）

神谷省吾（経4）、白川大地（経4）、長岡拓見（経4）、
松岡　侑（文3）、小宗展大（経3）、山本誠也（経3）、
石山真吾（経3）、池本崚一（経2）、山本　龍（文2）、
髙田勇希（経1）、新田一景（経1）、西垣虎太郎（経1）

1部
6位/8チーム

第93回日本学生選手権水泳競技大会
水球競技（9月）

神谷省吾（経4）、白川大地（経4）、大口博史（経4）、
長岡拓見（経4）、飛鳥　駿（経4）、宋　泰延（文4）、
小宗展大（経3）、松岡　侑（文3）、北村昇平（経3）、
山本誠也（経3）、石山真吾（経3）、金子将之（文3）、
徐　康源（文2）、阿保悠斗（経1）、新田一景（経1）

ベスト
16/16チーム

1回戦敗退

水泳部
女子

（水球部門）

関東学生水球リーグ戦（5月～6月） 古田玲子（経4）、平田美里（文4）、池田梨菜（文4）、
浅井美咲（文2）、梅村香穂（文2）、金子久瑠実（文2）、
菊地若菜（文2）

5位/6チーム

第93回日本学生選手権水泳競技大会
水球競技（9月）

8位/8チーム
1回戦敗退

クラブ名 大会名 部門・種目および大会出場者名（学科・学年） 成績

サッカー部

2017 年度北信越大学サッカー選手権
大会兼第 41 回総理大臣杯全日本大学
サッカートーナメント北信越大会（5月）

田中　穣（経4）、髙橋滉丈（文4）、桜井　快（経4）、
松島　翔（経4）、赤尾裕太（経4）、内山喬平（経4）、
荒木宏仁（経3）、尾崎巨登（経3）、金子大輝（経3）、
田口睦嗣（経3）、田中悠斗（経3）、道園悠史（経3）、
瀬沼翔人（文3）、岡元伶王（経2）、後藤政樹（経2）、
杉村勇樹（経2）、中村海里（経2）、罍　晃太（経2）、
鷲頭一敬（経2）、伊東郁哉（経1）、小池泰政（経1）、
鈴木夢弦（経1）、中田和希（経1）、畠山　樹（経1）、
八幡悠大（経1）、山根誠人（経1）

2回戦進出

第45回北信越大学サッカーリーグ2部
（9～10月）

2部A：2位
プレーオフ：3位
来季1部昇格

インディペンデンスリーグ北信越大会
2017 信越地区4位

第11回新潟県スーパーリーグ
全4試合中
2試合終了

（現在1勝1敗）

2018新潟日報杯・NHK杯・共同通信杯
第23回新潟県サッカー選手権大会

（天皇杯県代表決定戦）（11月）
準々決勝進出中

女子
バスケット
ボール部

第71回近県バスケットボール選手権
大会（4月） 一般女子

浅野素花（経3）、大橋千穂（経3）、
金子志穂（経3）、杉谷陽菜（経2）、
田川さくら（経2）、外川惟奈（経2）、
丸山未来（経2）

1勝1敗

第 51 回笹本杯争奪北信越大学バスケッ
トボール春季リーグ戦大会（5月） 女子4部リーグ 4部リーグ2位

第62回新潟日報杯大会兼国体予選会
（5月） 一般女子 1敗

第93回天皇杯・第84回皇后杯
全日本バスケットボール選手権大会
1次ラウンド（7月）

一般女子 1勝1敗

第64回北陸バスケットボール選手権
大会（9月） 一般女子 1勝1敗

平成29年度阿部裕孝杯争奪新潟県学生
バスケットボール大会（9月～10月） 学生女子 4戦全勝

全日本学生北信越バスケットボール
選手権予選会（10月） 学生女子 1勝1敗

第 22 回藤田修一杯争奪新潟県バスケッ
トボール選手権大会（12月） 学生女子 3勝2敗

ライフ
セービング

部

第8回全日本学生プール
ライフセービング選手権大会（2月）

100mマネキントゥ
・ウィズフィン

髙橋志穂（経4）
3位/96

200mスーパー
ライフセーバー 5位/15

第 30 回全日本ライフセービングプール
選手権大会（5月）

100mマネキントゥ
・ウィズフィン

髙橋志穂（経4）
7位/120

スーパー
ライフセーバー 7位/30

SERC（団体） 髙橋志穂（経4）、佐々木勝馬（経3）、
関　悠矢（経2）、片山雄起（経2） 8位/30

第 30 回全日本ライフセービング種目別
選手権大会（6月）

サーフスキーレース
髙橋志穂（経4）

6位/32

オーシャンウーマン 4位/16

第10回三洋物産インターナショナル
ライフセービングカップ（日本代表Ｂ）

（国際大会）（6月）

レスキューチューブ
レスキュー

髙橋志穂（経4）

2位/7

オーシャンウーマン 5位/8

サーフスキーレース 5位

第32回全日本学生ライフセービング
選手権大会（インカレ）（9月）

サーフスキーレース
髙橋志穂（経4）

3位/32

オーシャンウーマン 2位/32

第 42 回全日本ライフセービング選手権
大会（10月）

サーフスキーレース 片山雄起（経2） 6位/32

オーシャンウーマン

髙橋志穂（経4）

5位/16

レスキューチューブ
レスキュー 6位/20

オーシャンウーマン
リレー 7位/20

2017 International Surf Rescue 
Challenge（11/30～12/3）日本代表

サーフスキーレース
髙橋志穂（経4）

8位

ビーチリレー 4位

弓道部

信越弓道大会（観桜射会）（4月） 一般の部（女子の部） 西山友惟（文4）、上石愛海（経3）、
志賀春佳（経3） 出場

柏崎遠的大会（4月） 三五　光（経3） 1位/49人

第34回県民体育大会弓道競技会（遠的）
（4月） 男子参段以下の部 三五　光（経3） 1位/2人

第51回県民スポーツの日弓道大会
（5月） 男子の部 三五　光（経3） 出場

第35回県下弓道柏崎大会（7月） 女子の部 大竹祐佳（文4）、上石愛海（経3）、
志賀春佳（経3） 出場

第26回新潟県弓道遠的選手権大会
（7月） 男子の部 三五　光（経3） 出場

謙信公祭協賛信越弓道大会（8月） 一般の部（女子の部） 大竹祐佳（文4）、上石愛海（経3）、
志賀春佳（経3） 出場

柏崎市市民武道大会弓道の部（9月）

近的の部 大竹祐佳（文4） 出場

遠的の部
三五　光（経3） 1位/39人

上石愛海（経3）、志賀春佳（経3） 出場

第29回上越地区弓道選手権大会（9月） 男子弐段以下の部、
近的・遠的 三五　光（経3） 遠的1位/5人

第98回弥彦神社奉納弓道大会（10月） 一般の部 大竹祐佳（文4）、上石愛海（経3）、
志賀春佳（経3） 出場

第63回新潟県弓道選手権大会（10月） 一般の部 三五　光（経3） 出場

第45回新潟県弓道選抜選手権大会
（11月） 一般の部（男子の部） 三五　光（経3） 出場

■…他府県ブロック大会
■…全国大会（オープン戦含む）
■…世界大会
■…市体育協会優秀体育人表彰該当成績

平成29年12月31日現在

刈羽村立図書館　団体貸出の案内

本学ブクログの本棚（アイコンはサンチャッカル）

【平成28年度貸出ランキング】
一般書部門 ※学習教材等を除く

第1位 コンビニだけが、なぜ強い？
第2位 最新コンビニ業界の動向とカラクリがよ～くわかる本
第3位 マンガでわかるいつもうまくいく人の習慣
第4位 まっぷる信州
第5位 セブンイレブンのおにぎりは、なぜ、1日400万個売れるのか

小説部門
第1位 君の膵臓をたべたい
第2位 コンビニ人間
第3位 火花
第4位 また、同じ夢を見ていた
第5位 冷たい密室と博士たち

Twitter
　やってます

＠nsu_library
新潟産業大学附属図書
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経
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科
４
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（
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
内
定
）

　
就
職
活
動
を
す
る
中
で
、
私
が
い
つ

も
考
え
て
い
た
こ
と
は
、「
悔
い
の
残

ら
な
い
よ
う
に
動
く
」
こ
と
で
し
た
。

水
球
部
に
所
属
し
て
お
り
、
部
の
練
習

や
大
会
で
学
生
生
活
の
７
割
の
時
間
を

費
や
し
て
き
ま
し
た
。
東
京
の
建
設
・

住
宅
業
界
へ
就
職
を
希
望
し
て
い
た
の

で
、
新
潟
と
東
京
の
往
復
は
日
程
的
に

も
肉
体
的
に
も
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
水
球
部
の
理
解
や
就
職
課
の

支
援
も
あ
っ
て
、
₁₂
社
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
、第
一
志
望
の
会
社
も
含
め
、４
社
か

ら
内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
手
企
業
の
選
考
で
は
、
関
東
の
有

名
大
学
の
学
生
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
の
選
考
で
は
社
会
人
基

礎
力
や
創
造
力
、
明
確
な
入
社
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
が
問
わ
れ
ま
す
。
自
分
の

し
て
き
た
自
己
分
析
や
企
業
研
究
に
自

就
職
率
１
０
０
％
達
成
に

向
け
て
順
調
に
推
移
！

　
就
職
・
採
用
活
動
開
始
時

期
が
「
３
月
解
禁
」
に
な
っ

て
３
年
目
を
迎
え
、
企
業
・

学
生
の
双
方
で
就
職
・
採
用

活
動
の
短
縮
化
に
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
採
用
選
考
活
動
の
開
始

時
期
は
６
月
以
降
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
は
４
月

以
降
に
内
定
を
出
す
企
業
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
流

れ
に
学
生
が
乗
り
遅
れ
な
い

た
め
に
は
、
３
月
以
前
に
自

己
分
析
を
し
っ
か
り
終
え
た

上
で
志
望
業
種
・
職
種
の
絞

り
込
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
本

学
で
は
、
３
年
次
の
夏
以

降
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
へ
の
参
加
を

通
し
て
、
企
業
側
と
接
触
す

る
機
会
を
持
つ
よ
う
指
導
し

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
成

果
も
あ
り
、
昨
年
同
時
期
よ

り
も
高
い
就
職
内
定
率
で
推

移
し
、
５
年
連
続
就
職
率

１
０
０
％
の
達
成
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
₂₉
年
度
の

就
職
内
定
状
況

主な就職先（平成29年12月末時点）
業　種 内定先企業名
建設業 大和ハウス工業㈱、㈱竹田工務店、（有）山田建設

製造業
エヌエスエレクトロニクス㈱、㈱大島鐵工所、
大島農機㈱、㈱テック長沢、東芝ホームテクノ㈱、
㈱ピーコック、㈱ブルボン、山崎工業㈱

情報通信業 トーテックアメニティ㈱、㈱ロココ
専門・技術
サービス業 ㈱ル・プロジェ

卸売業 ㈱アグロジャパン、カナイ医療器㈱、金井度量衡㈱、
㈱タチカワ、㈱ハーモニック、源川医科器械㈱

小売業 アークランドサカモト㈱、アクシアル リテイリング㈱、
㈱スギ薬局、㈱スズキ自販新潟

金融・保険業 第一生命保険㈱、㈱南日本銀行
不動産・

物品賃貸業 ㈱仙台銘板、㈱デュアルタップ

宿泊業・飲食
サービス業 ㈱ホテルセンチュリーイカヤ

生活関連
サービス業

㈱イトマンスイミングスクール、㈱スポーツアカデミー、
（合）ビーサバイ

医療福祉 （福）苗場福祉会、㈱リボーン

複合・
サービス業

（一社）ウォーターポロクラブ柏崎、㈱エイジェック、柏崎
農業協同組合、関越ソフトウェア㈱、しおざわ農業協同組
合、ながの農業協同組合、日本郵政㈱

地方・国家
公務 大阪府警察、千葉県警察、自衛官候補生（陸上）

本学の就職状況（平成29年12月末時点）
経済学部

男　子 女　子 計

今
年
度

就職内定率（％） 95.1 100.0 96.5
就職内定者数 39 16 55
上場企業内定率（％） 27.8 18.8 25.0
上場企業内定者数 10 3 13
内定者数（自営公務除く） 36 16 52
就職希望率（％） 87.2 94.1 89.1
就職希望者数 41 16 57
卒業予定者数 47 17 64

前
年
度
（
平
成
₂₈
年
₁₂
月
末
時
点
）

就職内定率（％） 90.7 91.7 90.9
就職内定者数 39 11 50
上場企業内定率（％） 16.2 18.2 16.7
上場企業内定者数 6 2 8
内定者数（自営公務除く） 37 11 48
就職希望率（％） 97.7 85.7 94.8
就職希望者数 43 12 55
卒業予定者数 44 14 58

注：外国人留学生を除く
　　内定率（％）＝内定者数÷就職希望者数
　　就職希望率（％）＝就職希望者数÷卒業予定者数
　　上場企業内定率（％）＝上場企業内定者数÷
 ｛全内定者数－公務員合格者数＋個人経営家業内定者数）｝

信
を
持
ち
、「
な
ぜ
そ
の
会
社
な
の
か
」

を
自
分
の
言
葉
で
し
っ
か
り
と
伝
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
十
分
大
手
企
業
で

も
勝
負
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
「
時
間
が
な
い
」「
忙
し
い
」
と
言
い

訳
し
て
も
企
業
が
待
っ
て
い
て
く
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た
時

間
を
有
効
に
使
い
、
納
得
で
き
る
内
定

を
勝
ち
取
っ
て
下
さ
い
。

経
済
経
営
学
科
４
年　

川
上 

華
歩

 

（
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
㈱
内
定
）

　
私
が
内
定
を
頂
い
た
会
社
は
㈱
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク
と
言
い
、
主
に
冠
婚
葬
祭
な

ど
で
使
わ
れ
る
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
や
掲

載
商
品
を
扱
う
商
社
で
す
。

　
当
初
は
食
品
メ
ー
カ
ー
を
志
望
し
て

い
ま
し
た
が
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
合

わ
せ
た
ギ
フ
ト
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
ご

提
案
で
き
る
仕
事
に
惹
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
学
生
生
活
の
中
で
、
学
友
会
で
の
イ

ベ
ン
ト
実
施
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
・
書

道
部
の
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
参
加
を
通
じ
て
、
共
同
作
業
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
中
で

　
企
業
の
採
用
基
準
で
重
要
視
さ
れ
る

の
は
「
人
柄
」
で
す
。
つ
ま
り
面
接
試

験
や
適
性
検
査
が
採
用
へ
の
大
き
な
鍵

と
な
り
ま
す
。

　
一
方
で
学
生
が
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る

点
は　
①
人
柄
（
₄₇
・
３
％
）
②
ア

ル
バ
イ
ト
経
験
（
₃₉
・
５
％
）
③
部

活
動
・
サ
ー
ク
ル
（
₂₇
・
６
％
）
④

熱
意
（
₂₅
・
５
％
）
⑤
趣
味
・
特
技

（
₂₄
・
３
％
）の
順
で
す
。
一
見
大
き
な

ギ
ャ
ッ
プ
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
多
く

の
学
生
は
自
分
の
経
験
自
体
が
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
だ
と
誤
解
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。「
部
活
で
主
将
を
し
ま
し
た
。

だ
か
ら
責
任
感
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う

具
合
で
す
。「
な
ぜ
主
将
に
な
っ
た
の

か
」、「
主
将
の
役
割
か
ら
何
を
得
た
の

か
」、「
今
後
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
」

な
ど
、
自
分
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
深

く
語
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
本
学

で
は
、
そ
の
た
め
の
「
自
己
分
析
」
の

機
会
を
就
職
セ
ミ
ナ
ー
で
提
供
し
、
早

期
の
実
践
を
促
し
て
い
ま
す
。

※ 

文
中
デ
ー
タ
は『
就
職
白
書
二
〇
一
七
』

㈱
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
か
ら
引
用

■ 企業が採用基準で重視する項目（複数回答・上位10項目を抜粋）
0 20 40 60 80 100

大学での成績
大学で身につけた専門性

アルバイト経験
学部・学科

能力適性検査の結果
基礎学力

性格適性検査の結果
今後の可能性

その企業への熱意
人柄

（％）

15.7
18.5
20.1
21.0

31.9
35.8
38.9

68.8
76.1

92.9

様
々
な
立
場
や
背
景
を
持
つ
人
た
ち
と

の
交
流
が
自
分
の
成
長
に
大
き
く
繋

が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
志
望
企
業
選
択
の
基
準
を
「
自
分
の

長
所
や
適
性
が
生
か
せ
、
や
り
が
い
が

感
じ
ら
れ
る
」
会
社
と
し
、
就
職
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
就
職
活
動
に
迷
い
や
不
安
は
つ
き
も

の
で
す
。
そ
の
中
で
も
家
族
の
支
え
や

助
言
は
自
信
を
失
い
か
け
た
時
に
何
よ

り
嬉
し
い
も
の
で
し
た
。
大
学
の
先
生

や
就
職
課
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
人
か
ら
意
見
や
知
識
を
参
考
に
す

る
こ
と
も
、
内
定
を
得
る
近
道
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

文
化
経
済
学
科
４
年　

大
竹 

祐
佳

 

（
第
一
生
命
保
険
㈱
内
定
）

　
私
が
生
命
保
険
業
の
営
業
職
に
関
心

を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
、
大
学
で
行
わ

れ
た
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
で
生
命
保
険

会
社
の
方
か
ら
事
業
内
容
の
説
明
を
聞

い
た
こ
と
で
し
た
。

　
就
職
解
禁
直
後
は
、
印
刷
・
出
版
関

係
の
企
業
に
絞
っ
て
企
業
研
究
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
適
性
診
断
と
自
己
分
析

を
見
直
し
た
上
で
、
自
分
の
長
所
が
最

大
限
に
生
か
せ
る
仕
事
は
、
も
っ
と
お

客
様
と
密
接
で
包
括
的
な
関
係
が
持
て

る
営
業
職
が
よ
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
方
向
転
換
に
は
勇
気
も
必

要
で
し
た
が
、「
自
分
ら
し
い
仕
事
を

選
ん
だ
方
が
よ
い
」
と
就
職
課
か
ら
助

言
を
頂
い
た
こ
と
も
私
の
背
中
を
押
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
生
命
保
険
は
、
お
客
様
の
人
生
設
計

に
関
与
し
、
信
頼
関
係
の
構
築
が
鍵
と

な
り
ま
す
。
私
の
強
み
で
あ
る
積
極
性

と
相
手
に
寄
り
添
う
心
配
り
で
信
頼
を

勝
ち
得
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
納
得
で
き
る
就
職
先
を
決
め
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
、「
自
分
を
知

る
」と
い
う
こ
と
、つ
ま
り
は
自
己
分
析

で
す
。こ
れ
ま
で
の
経
験
を
振
り
返
り
、

「
自
分
は
何
が
で
き
る
の
か
」「
強
み
は

何
か
」
を
様
々
な
角
度
か
ら
見
つ
め
直

し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▲企業研究セミナー（2月）▲就職活動集中対策講座（12月）

４
年
生
の

就
職
体
験
談

〜
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

就
職
最
前
線

〜
企
業
が
採
用
基
準
で

重
視
す
る
こ
と
は
〜
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I N F O R M A T I O N

地 域 と の つ な が り

　
平
成
₂₉
年
₁₁
月
₁₈
日
、
新
潟
産
業
大

学
と
新
潟
工
科
大
学
が
柏
崎
市
よ
り
委

託
を
受
け
て
い
る
「
ま
ち
か
ど
研
究

室
」
の
二
大
学
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
「
ま
ち
研
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＠
商

店
街
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
毎
年
大
変
好
評
で
、
新
潟
産

業
大
学
と
新
潟
工
科
大
学
の
学
友
会
の

メ
ン
バ
ー
約
₅₀
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
春
か

ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
小
学
生

ま
ち
研
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

＠
商
店
街
を
開
催
し
ま
し
た

　
平
成
₂₉
年
６
月
₁₃
日
、
柏
崎
信
用
金

庫
本
部
に
お
い
て
、
新
潟
産
業
大
学
と

柏
崎
信
用
金
庫
と
の
連
携
協
定
の
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
連
携
協
定
は
、
両
者
が
有
す
る

人
的
・
物
的
資
源
の
活
用
に
よ
り
、
地

域
産
業
の
振
興
と
人
材
の
育
成
を
図

り
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
柏
崎
信
用
金
庫
と
本

学
は
、
講
義
科
目
「
地
域
振
興
論
」
へ

の
講
師
派
遣
や
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
域

経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）
活
用
講
座
の
共

同
開
催
等
、
様
々
な
連
携
の
実
績
が
あ

り
ま
す
。

柏
崎
信
用
金
庫
と
の
連
携

協
定
を
締
結

野
を
高
校
生
向
け
に
分
か
り
や
す
く

講
義
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
の

「
学
び
」
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
学
進
学
の
意
識
づ
け
と
し
て
、

ま
た
進
路
選
択
の
一
環
と
し
て
、
幅

広
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
出
張
講
義
の
お
申
し
込
み
・
お
問

い
合
わ
せ
は

☎
０
１
２
０︲
７
８
７︲

１
２
４

（
入
試
課
直
通
）

か
ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
新
潟
産
業
大
学
前
学
長
、
学
校
法

人
柏
専
学
院
元
理
事
長 

廣
川
俊
男

氏
が
、
平
成
₂₉
年
９
月
４
日
逝
去

（
享
年
₆₉
歳
）さ
れ
ま
し
た
。
本
学
へ

の
多
大
な
る
貢
献
に
心
よ
り
感
謝
す

る
と
と
も
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
新
潟
産
業
大
学
、

 

学
校
法
人
柏
専
学
院
で
の
略
歴
】

新
潟
産
業
大
学
学
長

　
平
成
₁₉
年
１
月
１
日

 

〜
平
成
₂₅
年
３
月
₃₁
日

 

（
在
任
期
間
６
年
３
ケ
月
）

学
校
法
人
柏
専
学
院
理
事
長

　
平
成
₂₄
年
４
月
１
日

 

〜
平
成
₂₈
年
₁₂
月
１
日

 

（
在
任
期
間
４
年
８
ケ
月
）

新
潟
産
業
大
学
名
誉
教
授
称
号
授
与

　
平
成
₂₉
年
４
月
１
日

修
学
支
援
制
度
に
つ
い
て

　
新
潟
産
業
大
学
は
、
経
済
的
事
情

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学
生
に
対

し
、
授
業
料
の
半
額
を
免
除
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
先
行
き
の
見
え
な
い
不
況
下
、
勉

学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
や
む
を
得

ず
大
学
進
学
を
あ
き
ら
め
る
ケ
ー
ス

や
、
入
学
後
に
も
保
護
者
の
失
業
等

で
学
業
の
継
続
に
つ
い
て
常
に
不
安

を
持
ち
、
修
学
に
専
念
で
き
な
い
等

の
ケ
ー
ス
が
、
全
国
の
大
学
で
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
独
自
の
支
援
制
度
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
大
学
進
学
や
学

業
継
続
に
か
か
る
家
計
負
担
を
軽
減

し
、
本
学
で
修
学
す
る
意
欲
を
持
つ

学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

修
学
支
援
制
度
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

新
潟
産
業
大
学
入
試
課

☎
０
１
２
０︲

７
８
７︲

１
２
４

出
張
講
義
の
ご
案
内

　
新
潟
産
業
大
学
で
は
、
本
学
教
員

が
高
等
学
校
等
に
出
向
い
て
講
義
を

行
う
「
出
張
講
義
」
に
積
極
的
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
の
専
門
分

対象者
学費負担者および家計を一にする家
族（以下「学費負担者等」）の経済的
理由により、修学が困難な学生。

申請要件
（年間所得の上限）

自 宅 通 学 者：300万円程度以下
自宅外通学者：350万円程度以下

軽減額
年間授業料（660,000 円）の半額を
免除（軽減期間は１年間）。
※２年次以降は、審査により更新可。

訃　
報

は
、
３
人
一
組
で
大
学
生
の
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
柏
崎
の
駅
前
―
駅
仲
―
ニ
コ

ニ
コ
商
店
街
、
西
本
町
―
東
本
町
に
あ

る
約
₄₀
か
所
の
商
店
や
寺
院
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、
商
店
や

柏
崎
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が

ら
ス
タ
ン
プ
を
集
め
ま
す
。

　
商
店
主
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
店
舗

を
訪
れ
た
小
学
生
を
温
か
く
迎
え
、
工

夫
を
こ
ら
し
た
ク
イ
ズ
を
出
題
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た

が
、
参
加
し
た
約
₇₀
名
の
小
学
生
は
雨

風
の
対
策
も
完
璧
で
、
元
気
に
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
２
時

間
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
終
わ
る
と
、

ゴ
ー
ル
の
柏
崎
市
市
民
プ
ラ
ザ
で
温
か

い
豚
汁
や
お
菓
子
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
訪
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
場

所
や
数
、
ク
イ
ズ
の
正
答
数
に
よ
っ
て

　
今
回
の
連
携
協
定
締
結
に
よ
り
、
今

後
は
更
に
密
接
な
協
力
関
係
の
も
と
、

特
に
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
人
材
の
育

成
や
起
業
家
教
育
に
お
い
て
、
着
実
で

具
体
的
な
成
果
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
本
学
と
柏
崎
信
用
金
庫
の

 

連
携
・
協
力
事
項
】

○ 

地
域
産
業
の
振
興
及
び
地
域
の
活
性

化
に
係
る
調
査
・
研
究
に
関
す
る
こ

と
○ 

地
域
経
済
に
貢
献
す
る
人
材
育
成
に

関
す
る
こ
と

○ 

就
職
支
援
及
び
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
関
す
る
こ
と

○ 

大
学
及
び
地
域
に
お
け
る
金
融
教
育

の
促
進
に
関
す
る
こ
と

○ 

起
業
教
育
及
び
大
学
発
事
業
、
地
域

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
等
に
関
す
る
こ
と

○ 

新
潟
産
業
大
学
及
び
柏
崎
信
用
金
庫

の
職
員
（
社
員
）
教
育
、
人
事
交
流

に
関
す
る
こ
と

　
新
潟
産
業
大
学
は
、新
潟
日
報
社（
新

潟
市
）が
企
画
す
る「
地
ラ
ボ
ニ
イ
ガ
タ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
ラ
ボ
ニ
イ
ガ
タ
」は
、
地
域
課
題

に
取
り
組
ん
だ
り
、
地
域
を
元
気
に
す

る
活
動
を
行
う
大
学
生
を
応
援
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

「
地
ラ
ボ
ニ
イ
ガ
タ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
い
ま
す

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
「
新
潟
県
内
の

大
学
と
地
域
と
の
コ
ラ
ボ
＝
地
ラ
ボ
」

が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
本
学
の
学
生
の

地
域
連
携
活
動
や
、
新
潟
工
科
大
学
と

の
共
同
企
画
「
ま
ち
か
ど
研
究
室
」
の

活
動
の
様
子
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の「
地
ラ
ボ
ニ
イ
ガ
タ
」に
掲
載

さ
れ
て
い
る
活
動
を
は
じ
め
、
新
潟
産

業
大
学
は
「
地
域
に
学
び
、
地
域
を
お

こ
す
」
大
学
と
し
て
、
教
育
研
究
活
動

等
を
通
じ
様
々
な
形
で
地
域
に
貢
献
す

る
取
組
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
や
大
学
生
と
の
地
域
連
携
に
関

す
る
事
業
等
の
ご
相
談
・
ご
提
案
は
、

新
潟
産
業
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
に

て
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

新
潟
産
業
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
７-

２
４-

８
４
４
４

e-m
ail

：renkei@
ada.nsu.ac.jp

採
点
さ
れ
、
上
位
５
チ
ー
ム
に
は
賞
品

と
し
て
商
店
街
で
使
え
る
地
域
通
貨

「
風
輪
通
貨
」
や
柏
崎
市
の
銘
菓
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
₂₉
年
₁₁
月
₁₈
日
に
「
良
寛
と
貞

心
尼
の
歌
物
語
」
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
本
学
と
新
潟
県
柏
崎

地
域
振
興
局
、新
潟
県
長
岡
地
域
振
興

局
が
共
同
企
画
し
た
も
の
で
、本
学
の
学

生
が
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
募
集
用
の
チ
ラ
シ
と
ポ
ス
タ
ー

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、良
寛
と
貞

心
尼
を
テ
ー
マ
と
す
る
観
光
事
業
の
た

め
に
本
学
経
済
学
部
の
金
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

が
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
制
作
し
ま
し
た
。

「
良
寛
と
貞
心
尼
の
歌
物
語
」

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

　
ツ
ア
ー
に
は
本
学
の
教
員
と
学
生
₁₀

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
₅₀
名
を
超
え
る

ツ
ア
ー
参
加
者
、関
係
者
た
ち
が
柏
崎
、

長
岡
、
出
雲
崎
の
関
連
施
設
を
巡
り
、

良
寛
と
貞
心
尼
を
テ
ー
マ
と
す
る
広
域

観
光
事
業
の
可
能
性
を
探
り
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
か
ど
研
究
室
」
は
、
本
学
と
新

潟
工
科
大
学
の
学
生
が
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
当
初「
空
き
店
舗
を
利

用
し
た
商
店
街
の
活
性
化
」と
い
う
テ
ー

マ
か
ら
始
ま
っ
た
「
ま
ち
研
」
で
す
が
、

現
在
で
は
２
大
学
の
専
門
性
や
学
生
な

ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
を
生
か

し
、
柏
崎
市
全
体
を
元
気
に
す
る
大
き

な
原
動
力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
柏
崎
市
の
中
心
部
に
位
置
す

る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
、
公
開

講
座
の
開
催
や
通
常
講
義
の
開
講
等
、

「
地
域
の
知
の
拠
点
」
と
し
て
機
能
し

て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
研
究
室
の
取
り
組
み

【
ま
ち
研
を
中
心
と
し
た

 

新
潟
産
業
大
学
の
地
域
連
携
の
事
例
】

• 

新
潟
産
業
大
学
の
正
規
の
語
学
系
授
業
の
一

部
を
、柏
崎
市
市
街
地
に
あ
る「
ま
ち
か
ど

研
究
室
」で
開
講

• 「
ま
ち
研
カ
フ
ェ
」を
毎
月
開
催
。市
内
の
小

中
学
生
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た
交
流
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
、学
習
環
境
の
提
供
等

• 「
か
し
わ
ざ
き
地
場
産
ラ
ン
チ
フ
ェ
ア
」へ

の
企
画
協
力（「
柏
崎
の
個
性
・
魅
力
づ
く
り

調
査
研
究
業
務
委
託
事
業
」の
一
環
）

• 「
え
ん
ま
市
」や「
ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り
」等

で
の
大
学
×
地
域
コ
ラ
ボ
商
品
の
販
売

• 「
ま
ち
研
公
開
講
座
」の
開
催

　
■ 「
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
タ
タ
タ
タ
ン
」

　
■ 「
中
国
語
サ
ロ
ン
」

　
■ 「
戊
辰
戦
争
と
越
後
新
潟
」

• 「
大
学
生
と
七
夕
パ
ー
テ
ィ
ー
」の
開
催

• 「
新
潟
米
お
に
ぎ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
学
生
企

画
コ
ン
テ
ス
ト
」に
参
加

• 

新
潟
日
報「
地
ラ
ボ
ニ
イ
ガ
タ
」の
イ
ベ
ン

ト「
地
ラ
ボ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」で
、ま
ち
か
ど

研
究
室
の
活
動
に
つ
い
て
発
表

• 「
た
か
だ
竹
あ
か
り
」の
運
営
に
参
加

• 

紅
葉
祭
模
擬
店
に
出
店

• 

地
域
の
小
学
生
を
対
象
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催

• 「
ま
ち
研
D
E
ホ
ッ
と
ケ
ー
キ
w
i
t
h
わ

り
ば
し
工
作
」を
実
施

• 「
柏
崎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」内
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、「
み
ん
な
で
考
え
る
柏
崎
の
男
女
共
同

参
画
」に
参
加

• 

二
大
学
学
友
会
主
催
に
よ
る「
ま
ち
研
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
＠
商
店
街
」の
運
営
に
協
力

• 

商
店
街
の「
ま
ち
研
」前
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
装
飾

• 「
ま
ち
研
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」の
開
催

地ラボニイガタウエブサイト
https://www2.niigata-nippo.co.jp/chilabo/
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青海波 （せいがいは）
雅楽の舞人の装束に用いられた波形文様で、同心円状の波を前後左右交互に重ねた幾何学的な文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

本学は平成29年、創立70周年を迎えました。
柏崎専門学校として創設された 1947（昭和 22）年 6 月から数えて 70 年目であり、その間に時代の要請に応えて

柏崎短期大学、新潟短期大学と発展してきた中にも、本学はその伝統を受け継いで現在に至っています。
そして、新潟産業大学として開学30周年の節目が、実は2018（平成30）年、つまり今年にあたることになります。

1988（昭和 63）年 4 月に、新潟産業大学は新潟県内で最初の社会科学系 4 年制私立大学として、地域の皆様のご支
援により開学いたしました。

大学が社会から求められる役割も開学当初からは様変わりしています。70 周年記念式典で北原学長が述べた、「大
学は『地域の中核的拠点』として、地域に貢献し地域に支えられて存在するべきであり、本学自体はもっと『魅力ある、
求められ、期待される大学』にならなければならない。」という言葉こそが、開学 30 周年の節目を迎えた新潟産業大
学のこれからの羅針盤であると、教職員一同は考えています。

新しい年を迎え、皆様にとって実り多き一年となりますように。
新潟産業大学　総務課　広報係

　平成 29 年 11 月 10 日、
柏崎市産業文化会館文化
ホールで行われた創立
70 周年記念式典におい
て、北原保雄学長が式辞を述べている場面です。
　北原学長は、式辞の中で地方都市における大学と地域の関係性に
触れ、創立70周年の節目を、地域と相互に協力し合い発展するため
の新しい出発点として位置づけました。
� （新潟産業大学　総務課　広報係）
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学事日程（平成30年1月～6月）

平成30年度入試日程概要（各学科共通）

入試区分 自己推薦
（後期）

一般前期日程
（2科目方式）

センター利用
（第1期）

一般後期日程
（2科目方式）

センター利用
（第2期）

センター利用
（第3期）

AO
（第3期）

出願期間 H30.1/9（火）～1/22（月） H30.1/9（火）～1/26（金） H30.3/1（木）～3/8（木） H30.2/5（月）～2/16（金） H30.3/1（木）～3/9（金） （エントリー受付期間）
H30.1/9（火）～3/16（金）

試 験 日 H30.1/27（土） H30.3/13（火） （最終面接）
個別に通知

合格発表 H30.2/2（金） H30.3/16（金） H30.2/23（金） H30.3/16（金） 個別に通知

試験会場 柏崎 柏崎・新潟 柏崎・新潟 最終面接は柏崎

入試の詳細・大学院経済学研究科の入試については、2018入学試験要項でご確認ください。

平成29年度 平成30年度（予定）

月 日 行事等 月 日 行事等

1月 9日（火） 授業開始 4月 1日（日） 入学式

23日（火）～
24日（水） 補講日 2日（月）～

3日（火） ガイダンス・健康診断

29日（月）～
2/2日（金） 秋学期定期試験 4日（水） 春学期授業開始

2月 5日（月）～
6日（火） 試験予備日 4日（水）～

13日（金） 履修登録期間

9日（金）・
13日（火） 追試験 6日（金）～

7日（土） 新入生学外合宿研修

26日（月） 卒業者発表・成績表配付 11日（水）PM 履修届カード受付開始

3月 2日（金） 再試験
5月 1日（火）・

2日（水） 休講日
8日（木） 再試験による卒業者発表

17日（土） 卒業式 6月 2日（土） 創立記念日

9日（土） 個別面談・父母の会総会
（予定）

新潟産業大学基金　ご支援のお願い
担当窓口　新潟産業大学 総務課
Tel. 0257-24-6655
Mail : soumu@ada.nsu.ac.jp

　新潟産業大学では、教育研究活動全般の充実 ･発展を図るため、広くご寄付をお願いしております。いただき
ましたご寄付は、｢地域社会や企業を主体的に支える人材の育成｣ という本学の教育理念の達成のために活用さ
せていただきます。何卒、皆様の格別のご支援をお願い申し上げます。


